
 資料１－２  

協議事項   

令和３年度西尾市地域公共交通活性化協議会事業報告 

 

事業①－１ タクシーサービスの利便性向上・活性化 

〇ユニバーサルデザインタクシーの導入を補助（１台 10万円。令和３年度実績：４台） 

事業①－２ いこまいかーのサービス設定等の見直し 

〇75歳以上の免許証自主返納者を対象に運賃の 100円割引を実施 

●令和３年 10月、吉良地区および幡豆地区で目的地を追加 

事業②－１ 鉄道の維持・活性化 

〇にしがまシーサイドウォークの実施。西高体感ウォーク、ぶらりんウォーク、はず夢ウォーク等への

協力。利用促進大会の開催。 

〇10人以上の団体や小学生以下の親子を対象とした運賃補助により、にしがま線の利用機会を創出 

〇「にしがま線げんき戦略Ⅱ」を策定。「利用促進」+「誘客推進」の取組を実施 

〇Instagramや Facebook、YouTubeを活用した沿線の魅力発信 

〇沿線散策マップの改訂、応援のぼり等の作成。沿線店舗にそれぞれ設置。 

〇西幡豆駅、東幡豆駅、西浦駅、形原駅に二次交通としてレンタサイクルを整備 

〇愛知大学地域貢献事業「REGO(レゴ)」との協働による「御駅印」の制作・配布 

●鉄道雑誌『旅と鉄道』へにしがま線 PR記事を掲載（※裏面に掲載） 

●西尾市・蒲郡市・名古屋鉄道の三者が連携し、にしがま線の魅力向上と収支改善を目的とした連携

合意書を締結。蒲郡線で白帯ラッピング車両が運行 

●西幡豆・東幡豆駅の駅舎取り壊しの際、「駅舎ありがとうイベント」を開催 

●にしがま線フォトコンテストを開催。入賞作品を掲載したポストカードブックを制作（※資料配布あり） 

●にしがま線への送客を促すフリー切符企画を名古屋鉄道と協働で実施 

事業②－３ バス交通の再編 、事業②－４ 新たな運賃体系の実施 

●ＰａｙＰａｙに加え、ＬＩＮＥ Ｐａｙにも対応開始 

●令和３年１０月に本格運行を開始。再編後の意見等を踏まえ、ダイヤ改正及び停留所移設を行うと

ともに、３か月定期券を新設 

●障害者手帳アプリ「ミライロＩＤ」に対応 

事業③－１ 西尾市地域公共交通活性化協議会による事業管理と PDCAの実施 

〇毎年度計画記載事業の進捗管理及び目標達成状況の検証を実施 

●次期地域公共交通計画の策定のための市民アンケート・利用者アンケートを実施。令和４年３月、

西尾市地域公共交通計画を策定、公表。 

事業③－３ 情報提供（公共交通マップ、乗継情報等） 

〇経路検索事業者（NAVITIME、ジョルダン、駅すぱあと）と連携し、路線情報の見える化を実施 

〇民間路線も含めた市内全バス路線の GTFSデータを事務局で作成し、グーグルマップに掲載 

〇市内公共交通を網羅した総合時刻表の作成 

〇外国人向け情報冊子や市役所ロビーに設置の多言語情報モニターでバスの乗り方案内を掲載 

〇個人のおでかけにあわせたマイ時刻表作成サービスを実施 

●高齢者単独世帯などを訪問する民生委員を対象に、公共交通の利用講座を開催 

●ダイヤ改正情報などを多言語化し、ＳＮＳで情報発信 

●六万石くるりんバス（ポンチョ）車内にモニターを設置し、運賃案内・運休情報・市政情報等を配信 
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事業③－４ 地域のまちづくりや観光振興と一体となった施策の実施 

〇各種団体との協働により、鉄道沿線ウォーキング等のイベントを多数開催 

〇公共交通を活用した観光キャンペーンの実施 

●六万石くるりんバス車内モニターおよび車両側面に、地元企業等の広告を掲載 

●名鉄グループ、市、観光協会が連携し、観光活性化プロジェクトを実施。 

名鉄シリーズ広告「ＥＭＯＴＩＯＮ！」西尾篇の展開、観光資源の磨き上げ 

を通じた観光庁の実証事業の実施など 

事業③－５ エコ通勤・通学の取組の実施 

〇市が残額を負担することで名鉄東部交通バス通学定期の個人負担を月 3,000円に抑える「スクール

パス」制度を実施 

〇ふれんどバスにおいて、沿線高校の入学式等の場で定期券の出張販売を実施 

〇沿線中学校へ公共交通を利用した高校への通学案内チラシの配布 

〇愛知県と連携し、ショッピングセンターでの啓発活動を実施 

 

■鉄道雑誌「旅と鉄道」への掲載記事（事業②－１ 鉄道の維持・活性化関係） 

 

 


